

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































－７０－ 福岡経大論集 第３９巻 第１号
後その他諸国から農民を募集して開墾を奨めているが、出資や経営は諸藩

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































年 9月の項に次の記録が記されている。「大坂留守居 木場伝内様 税所長蔵（篤）
様、薬師彦五郎様、魚住源蔵様、藤安吉治郎（吉次郎）様 右留守居殿衆中様当寅（慶
応 2年〈1866〉）九月十五日八ツ半時、当町（現奈良県大和高田市）辻甚三郎（旅館
－１２２－ 福岡経大論集 第３９巻 第１号
「辻甚」は大和高田市内に現存）宅へ御着遊ばされ、下拙（村島長三郎）右十五日昼
後より辻甚へ罷り出、其夜御酒御盃頂戴仕り候、尤も十六日大坂へ向け御出立、下さ
る物左に。御目録 一、紺地紬上布 一反 一、琉球紬島（縞） 一反 として……
（以下署名）大株 長尾（現奈良県城市長尾） 椿本伊右衛門、下田（現奈良県香
芝市下田） 村井又治郎、同（大株） 高田 村島長三郎、高田 世話方 田中平助、











































































































































































































































































































































































































































































































































































































忠義公史料』第 2巻、312ページ）がある。五代が、文久 2年 2月に、長崎で親交








































































































































































































































































































































































は「教授 拾名 扶持金三拾両」「助教 拾名 金拾五両」「訓導師 八名 金拾両」
「句読師 六名 金八両」（同書、810ページ）とあるので、本間が金 10両・役 8石
の英学訓導師に登用されたことは確かである。しかし、その金 10両と「亀ヶ崎足軽























































































































































間美術館に現存している。「欧米諸国を視察し」については、慶応 3年 2月 8日付小
































































































































































































































































































































































































































































































































































年）1月 5日に労働時間を 1日 9時間から 8時間に短縮するとともに、当時の平均賃
















































































































































































































































国） 鹿嶋大明神」、尾張「尾州 熱田大明神」、山陽「備中 吉備津大明神」以外、
すべて畿内のものである。その畿内の内で数の上で際立っているのは、江州（近江国）
と京都・山州（山城国）のものである。「近州（江州） 大比叡大明神」、「江州 小
比叡大明神」、「江州 聖真子権現」、「江州 客人権現」、「江州 八王子権現」、「江
州 建部（大津の建部大社・日本武尊〈神体〉）」、「江州 三上大明神」、「江州 兵主
大明神」、「江州 苗荷大明神」と、「山州（山城国） 北野大明神」、「山州 貴舩大
明神」、「山州 加茂大明神」、「山州 松尾大明神」、「山州 大原大明神」、「山州 平
野大明神」、「山州 稲荷大明神」、「山州 祇薗大明神」、「山州 赤山大明神」は、神
社・神体数がそれぞれ 9である。江州と山州以外の畿内のものは、大坂の「摂州 廣
田大明神」と「摂州 住吉大明神」、奈良「大和（和州） 春日大明神」である。以

















































































































































































用金額は宝暦 12年〈1762〉62両・明和 7年〈1770〉130両・安永 4年〈1775〉62両／
家印一）と「西川市右衛門」（御用金額は宝暦 12年 82両・明和 7年 130両・安永 4
























































































































































































にはなお ultimited personal liability［人的無限責任］が制度として存在し、したがって
社員［出資者］の私的債務によってしばしば解散の危機にまで導かれることがありえ
た。もっともこれは十七世紀半ば以後簇生したという巨大パートナーシップ――いわ

































































































































内を結ぶ余市山道の開削など）、安政 6年（1859）には 3代長左衛門（1823文政 6～1882
明治 15）は、松前藩から苗字帯刀を許され、町年寄を命ぜられ、一代士席に列して










































































－１８２－ 福岡経大論集 第３９巻 第１号
